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平
成
30
年
成
人
式
が
１
月
７
日
中
央
公
民

館
で
行
わ
れ
、
94
人
の
新
成
人
が
節
目
の
儀

式
を
迎
え
ま
し
た
。

　

会
場
で
新
成
人
ら
は
、
同
級
生
た
ち
と
写

真
撮
影
や
近
況
報
告
を
し
、
再
会
を
喜
び
合

い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
中
谷
町
長
が
「
自
己
の
行
動

に
責
任
を
持
ち
、
社
会
で
の
役
割
を
若
い
情

熱
を
こ
め
て
た
く
ま
し
く
果
た
し
て
ほ
し

い
」
と
新
成
人
へ
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
民
憲
章
朗
読
は
、
小
又
海
斗
さ

ん
、
五
十
嵐
美
稀
さ
ん
が
行
い
、
二
十
歳
の

提
言
で
は
、
新
成
人
を
代
表
し
て
今
志
織
さ

ん
、
坂
本
大
成
さ
ん
、
野
坂
芽
衣
さ
ん
の
３

人
が
こ
れ
ま
で
支
え
て
く
れ
た
人
た
ち
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
や
、
こ
れ
か
ら
の
目
標
を
述

べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
行
わ
れ
た
自
己
紹
介
で
は
、
一
人

一
人
が
壇
上
に
上
が
り
、
近
況
や
将
来
の
夢

な
ど
を
発
表
し
、
同
級
生
の
成
長
ぶ
り
に
驚

く
場
面
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
最
後
に
は
、
代
表
者
の
橘
理
沙
さ
ん

が
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
、
新
成
人
ら
は
大
人

と
し
て
の
第
一
歩
を
歩
み
は
じ
め
ま
し
た
。

祝 

御
成
人

平
成
30
年 

野
辺
地
町
成
人
式
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新成人に聞きました！
どんな大人に
　　　なりたいですか?
将来の夢・目標は
　　　　なんですか?

20歳を迎えた
心境は?
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八幡町自治会に自主防災組織誕生

災害時における応急対策業務の協力に関する協定締結式

新総合体育館（仮称）の基本構想案を答申

イングリッシュデイで異文化交流

　

八
幡
町
自
治
会
に
お
い
て
、
自

主
防
災
組
織
が
12
月
27
日
に
組
織

さ
れ
、
町
か
ら
認
定
書
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

　

自
主
防
災
組
織
と
は
、
災
害
に

よ
る
被
害
の
予
防
や
災
害
時
の
避

難
や
救
助
を
円
滑
に
進
め
被
害
の

軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

地
域
住
民
な
ど
に
よ
る
組
織
で
す
。

町
内
で
は
「
野
辺
地
ホ
ー
ム
災
害

避
難
救
助
隊
」「
公
立
野
辺
地
病

院
災
害
救
助
隊
」「
野
辺
地
町
漁

協
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
」「
下
町
一

区
自
治
会
自
主
防
災
会
」「
馬
門

自
治
会
自
主
防
災
組
織
」
に
続
き

６
団
体
目
と
な
り
ま
し
た
。

　

高
田
多
実
雄
会
長
は
「
住
民
か

ら
必
要
性
の
声
が
上
が
り
立
ち
上

げ
に
至
っ
た
。
現
在
は
、
連
絡
網

の
整
備
な
ど
を
進
め
て
お
り
、
今

後
は
訓
練
や
資
機
材
の
整
備
、
講

習
会
を
行
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
」
と
展

望
を
述
べ
ま
し
た
。

　

町
は
、
野
辺
地
建
設
業
協
同
組

合
と
エ
ボ
シ
建
設
業
協
会
と
の
間

で
「
災
害
時
に
お
け
る
応
急
対
策

業
務
の
協
力
に
関
す
る
協
定
」
に

つ
い
て
、
12
月
21
日
に
締
結
式
を

行
い
ま
し
た
。

　

同
協
定
で
は
、
災
害
の
未
然
防

止
対
策
と
、
地
震
や
風
水
害
な
ど

で
建
物
や
信
号
機
な
ど
が
倒
壊
・

損
壊
し
道
路
を
ふ
さ
い
だ
場
合
に
、

交
通
確
保
と
人
命
救
助
の
た
め
に

障
害
物
の
除
去
な
ど
に
つ
い
て
町

の
要
請
に
基
づ
き
速
や
か
に
行
う

こ
と
な
ど
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

締
結
に
あ
た
り
中
谷
町
長
は

「
人
命
救
助
は
町
だ
け
の
対
応
で

は
不
足
で
あ
る
た
め
、
町
民
に

と
っ
て
も
心
強
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
、
手
間
本
理
事
長
は
「
町
民
の

安
心
・
安
全
の
確
保
に
尽
力
し
た

い
」、
井
口
会
長
は
「
人
命
の
救

助
や
道
路
の
確
保
が
ス
ム
ー
ズ
に

進
む
よ
う
協
力
し
た
い
」
と
誓
い

ま
し
た
。

　

町
新
総
合
体
育
館
建
設
検
討
委

員
会
（
酒
田
正
藏
会
長
）
は
12
月

21
日
、
河
島
靖
岳
教
育
長
に
、
新

総
合
体
育
館
（
仮
称
）
の
建
設
候

補
地
を
町
運
動
公
園
野
球
場
北
西

側
な
ど
と
す
る
答
申
書
を
提
出
し

ま
し
た
。

　

検
討
委
員
会
は
、
町
内
の
ス

ポ
ー
ツ
関
係
者
ら
10
人
で
組
織
さ

れ
、
昨
年
８
月
か
ら
新
総
合
体
育

館
（
仮
称
）
の
建
設
候
補
地
や
規

模
な
ど
の
基
本
構
想
案
に
つ
い
て

協
議
し
て
き
ま
し
た
。
基
本
構
想

案
で
は
、
施
設
面
積
約
５
４
０
０

平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
２
０
２
５
年

に
開
催
さ
れ
る
第
80
回
国
民
体
育

大
会
で
の
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
会
場
の

誘
致
を
視
野
に
入
れ
、
２
０
２
２

年
度
の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

河
島
教
育
長
は
「
近
隣
２
校
の

高
校
と
含
め
て
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な

エ
リ
ア
と
し
て
い
く
こ
と
も
視
野

に
入
れ
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

小
中
学
生
に
楽
し
く
英
語
に
ふ

れ
て
も
ら
お
う
と
町
教
育
委
員
会

は
「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
デ
イ
」
を

12
月
16
日
に
開
催
し
、
参
加
し
た

13
人
の
小
中
学
生
が
、
外
国
語
指

導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
と
交
流
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
町
内
外
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
４

人
が
参
加
し
、
ア
メ
リ
カ
の
ク
リ

ス
マ
ス
定
番
の
ク
ッ
キ
ー
作
り
と

書
道
体
験
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
参

加
者
は
慣
れ
な
い
英
語
に
苦
労
し

な
が
ら
も
、
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
英
語
に
親
し

ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
高

校
生
10
人
が
「
ス
ク
ー
ル
実
行
委

員
会
」
と
し
て
企
画
運
営
に
参
加

し
て
お
り
、
委
員
の
近
藤
未
唯
さ

ん
（
野
辺
地
高
校
１
年
）
は
「
小

中
学
生
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
み
ん
な
が
楽
し

め
る
よ
う
、
外
国
の
文
化
と
日
本

の
文
化
を
合
わ
せ
た
内
容
に
し
ま

し
た
」
と
工
夫
し
た
点
に
つ
い
て

話
し
て
い
ま
し
た
。

認定書を手に決意を語る高田会長

左から）野辺地建設業協同組合若山政行副理事長、
手間本興家理事長、中谷純逸町長、野辺地町長エ
ボシ建設業協会井口豊次会長、戸舘秀男副会長

河島教育長（右）へ答申書を提出する酒田会長（左）

メリークリスマス！かわいいクッキーの出来上がり！
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援護事業功労者の厚生労働大臣表彰を受賞
　

長
年
に
わ
た
る
援
護
事
業
の
功

績
が
認
め
ら
れ
当
町
の
遺
族
会
会

長
の
清
水
目
キ
ミ
ヱ
さ
ん
が
「
援

護
事
業
功
労
者
厚
生
労
働
大
臣
表

彰
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

清
水
目
さ
ん
は
、
平
成
17
年
に

遺
族
会
会
長
に
就
任
し
て
か
ら
現

在
ま
で
、
遺
族
の
生
活
相
談
を
は

じ
め
、
町
主
催
の
戦
没
者
追
悼
式

へ
の
運
営
協
力
、
特
別
弔
慰
金
の

申
請
の
補
助
な
ど
に
尽
力
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
10
年
か
ら
平
成
28

年
ま
で
の
18
年
間
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
と
し
て
も
活
動
し
、
生

活
困
窮
者
へ
の
支
援
や
一
人
暮
ら

し
老
人
等
へ
の
訪
問
を
通
じ
、
地

域
福
祉
全
般
に
わ
た
り
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

　

清
水
目
さ
ん
は
「
今
後
も
、
遺

族
の
援
護
、
遺
族
会
の
維
持
や
活

性
化
に
努
め
た
い
」
と
抱
負
を
述

べ
て
い
ま
し
た
。

左から）中谷純逸町長、遺族会会長の清水目キミヱさん

山　田　繁　雄　様
永年にわたり、危険業務従事者として消防の発展に
尽力された功績により、第29回危険業務従事者叙
勲において瑞宝双光章を受章されました。

熊　谷　美津子　様
野辺地町に対し、多額の寄付をされ、町の観光振興
に多大なる貢献をされました。

みちのく銀行野辺地支店みちのく会 様
野辺地町に対し、多額の寄付をされ、町の教育振興
に多大なる貢献をされました。

社会福祉法人おさなご様より
� 児童福祉事業のため　70,000円

大　橋　眞　輔　様
永年にわたり、理容業の振興発展に尽力された功績
により、青森県褒賞を受賞されました。

株式会社 青森銀行野辺地支店びわの会 様
野辺地町に対し、多額の寄付をされ、町の教育振興
に多大なる貢献をされました。

平
成
30
年 

善
行
表
彰 

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

町
へ
の
御
寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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まちの

お知らせ

まちの

お知らせ

まちの人口

無料相談案内

平成29年12月末現在（前月比）
人　口� 13,562名　（－ 30）
　男� 6,370名　（－ 18）
　女� 7,192名　（－ 12）
世帯数� 6,550世帯（－ 18）

●年金相談
（年金全般に関すること）
２月21日（水）10時～15時
中央公民館　
☎017-752-6600（要予約）
●人権相談
（人権擁護に関すること）
２月６日（火）９時～12時
中央公民館
相談担当：人権擁護委員
●弁護士無料相談
（民事・一般に関すること）
３月２日（金）　14時～
☎64-2111総務課
老人福祉センター
※要予約：２月23日（金）まで
●児童家庭相談
（養護・児童虐待に関すること）
月～金曜（祝日を除く）
10時～16時
介護・福祉課　☎65-1777
●行政相談
（行政に関する苦情・要望等）
２月20日（火）９時～12時
役場相談室　
●教育相談
（しつけ・いじめ等に関すること）
月～金曜（祝日を除く）
10時～16時
教育委員会　☎64-2119
●電話介護相談
月～金曜（祝日を除く）
９時～16時
健康増進センター　☎65-1777

役場　☎64－2111

日
赤
野
辺
地
町
分
区
よ
り

お
知
ら
せ

　

２
月
は
、
赤
十
字
会
員
（
社
員
）

増
強
・
活
動
資
金
増
収
運
動
月
間
で

す
。

　

近
年
、
国
内
外
で
自
然
災
害
が
多

発
し
、
被
災
者
の
人
道
的
支
援
な
ど
、

赤
十
字
社
が
果
た
す
べ
き
役
割
が
増

大
し
て
い
る
現
状
を
鑑
み
、
赤
十
字

会
員
（
社
員
）
な
ら
び
に
活
動
資
金

の
募
集
強
化
を
図
る
た
め
、
日
本
赤

十
字
社
で
は
、
平
成
29
年
度
に
お
い

て
「
社
員
制
度
の
見
直
し
」
を
行
い

ま
し
た
。

　

野
辺
地
町
分
区
で
は
２
月
１
日
よ

り
、
各
自
治
会
の
班
長
さ
ん
が
、
皆

様
の
自
宅
へ
活
動
資
金
の
募
集
に
伺

い
ま
す
。
皆
様
の
赤
十
字
会
員
へ
の

加
入
な
ら
び
に
平
成
30
年
度
の
活
動

資
金
（
会
費
・
寄
付
金
）
の
ご
協
力

に
つ
い
て
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

◆
社
員
制
度
見
直
し
の
主
な
内
容

・�「
社
費
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
活
動

資
金
の
名
称
が
「
会
費
」
に
改
め

ら
れ
ま
す
。

・�「
社
員
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
赤
十

字
支
援
者
の
名
称
が
「
赤
十
字
会

員
」
に
改
め
ら
れ
ま
す
。

・�「
赤
十
字
会
員
」
の
種
類
は
、
２

千
円
以
上
の
定
額
に
よ
り
継
続
的

に
ご
支
援
を
い
た
だ
く
「
会
員
」

と
２
千
円
未
満
の
定
額
に
よ
り
ご

支
援
を
い
た
だ
く
「
協
力
会
員
」

と
な
り
ま
す
。

・�

２
千
円
以
上
の
支
援
を
行
う
方
に

対
し
て
、「
会
員
」
加
入
の
意
思

確
認
を
実
施
し
ま
す
。

・�「
会
員
」加
入
の
意
思
確
認
に
よ
り
、

「
会
員
」
に
加
入
さ
れ
た
方
に
は
、

年
２
回
、
赤
十
字
情
報
誌
を
無
償

で
送
付
し
ま
す
。

◆
問
合
先

　

介
護
・
福
祉
課
（
内
線
２
４
６
）

図
書
館
行
事

☎
（
64
）
２
１
９
５

◆�

子
ど
も
司
書
ク
ラ
ブ
／
3
日（
土
）

10
時
～
（
視
聴
覚
室
）

◆�

英
会
話
ク
ラ
ブ
／
５
日
・
19
日
・

26
日
（
月
）
15
時
30
分
～
（
中
央

公
民
館
）

◆�
お
は
な
し
工
房
／
10
日
（
土
）
14

時
15
分
～
（
視
聴
覚
室
）

◆
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

　

�

／
６
日
（
火
）
15
時
40
分
～
（
視

聴
覚
室
）、
13
日
・
27
日
（
火
）

15
時
40
分
～
（
中
央
公
民
館
）

◆�

ヨ
チ
ヨ
チ
お
は
な
し
会
／
14
日

（
水
）
10
時
30
分
～
11
時
（
児
童

コ
ー
ナ
ー
）「
３
歳
未
満
児
向
け
」

◆�

朗
読
の
会『
秋
桜
』／
８
日（
木
）

10
時
～「
定
例
会
」（
中
央
公
民
館
）

◆�

お
は
な
し
サ
ー
ク
ル『
虹
色
の
会
』

／
17
日
（
土
）
13
時
30
分
「
定
例

会
」（
視
聴
覚
室
）

◆�

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
／
21
日
（
水
）

９
時
30
分
～
（
６
か
月
児
相
談
・

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
）

「
演
じ
て
み
よ
う
!!
紙
芝
居
」

　

紙
芝
居
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

紙
芝
居
を
演
じ
て
み
た
い
方
、
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

と　

き　

２
月
３
日
（
土
）

　
　
　
　
　

�

10
時
～
11
時
30
分

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館　

第
１
和
室

講　

師　

川
村
正
子　

氏

対　

象　

�

子
ど
も
司
書
、
読
み
聞

か
せ
活
動
者
、
紙
芝
居

に
興
味
あ
る
方

そ
の
他　

参
加
無
料

申
込
み　

町
立
図
書
館

児
童
館
行
事

☎
（
64
）
３
１
０
６

◆
豆
ま
き
会

　

３
日
（
土
）

◆
避
難
訓
練

　

16
日
（
金
）
16
時
30
分
～

◆
あ
た
ご
ク
ラ
ブ
役
員
会

　

23
日
（
金
）
18
時
30
分
～

図書館おすすめの新着本（入荷予定本）

書　　　名 著者名

屍人荘の殺人 今　村　昌　弘
俺はエージェント 大　沢　在　昌
ハリケーン 高　嶋　哲　夫
牛天神 山　本　一　力
みさと町立図書館分館 高　森　美由紀
テーラー伊三郎 川　瀬　七　緒
こんな生き方もある 佐　藤　愛　子
心とカラダを整えるおとなの
ための１分音読 山　口　謡　司

本の展示

雪の本展　１日（木）～27日（火）

館内整理日

２月28日（水）

書架整理、特別清

掃等のため、閉館

します。

日本赤十字社
公式マスコット
キャラクター

「ハートラちゃん」
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「介護予防教室」「みんなのステーション事業」を
みなさんの地区の集会場で実施してみませんか

後
期
高
齢
者
医
療

高
額
介
護
合
算
療
養
費

支
給
申
請
の
お
知
ら
せ

☆
支
給
対
象
者

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し

て
い
る
方
で
医
療
保
険
と
介
護
保
険

の
自
己
負
担
額
（
注
）
の
両
方
の
支

払
い
を
し
た
方
が
支
給
の
対
象
と
な

り
ま
す
。
世
帯
内
に
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
加
入
し
て
い
る
方
が
複
数

い
る
場
合
は
、
世
帯
で
合
算
し
ま
す
。

☆
対
象
期
間

　

平
成
28
年
８
月
１
日
か
ら

　

平
成
29
年
７
月
31
日
ま
で

（�

毎
年
８
月
１
日
か
ら
翌
年
７
月
31

日
ま
で
の
１
年
間
で
す
。）

☆
支
給
額

　

医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
自
己
負

担
額
の
合
計
が
、
所
得
区
分
に
応
じ

た
自
己
負
担
限
度
額
（
表
）
を
超
え

た
場
合
に
、
そ
の
超
え
た
額
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
超
え
た
額
が
五
百
円
以
下

の
場
合
は
支
給
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

☆
支
給
申
請

　

支
給
を
受
け
る
に
は
必
ず
申
請
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
支
給
の
要
件
に
該
当
す
る

と
思
わ
れ
る
世
帯
に
は
、
平
成
30
年

２
月
下
旬
に
青
森
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
か
ら
支
給
申
請
の
お
知

ら
せ
を
お
送
り
し
ま
す
。
お
知
ら
せ

が
届
い
た
方
は
担
当
窓
口
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
対
象
期
間
の
途
中
に
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
た
方
や

転
入
し
て
き
た
方
等
が
い
る
世
帯
に

は
、
支
給
対
象
と
な
る
世
帯
で
も
、

支
給
申
請
の
お
知
ら
せ
が
送
ら
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
対
象
に

な
る
と
思
わ
れ
る
方
は
担
当
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
先

・
青
森
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

☎
０
１
７
‐
７
２
１
‐
３
８
２
１

・�

役
場　

町
民
課　

後
期
高
齢
者
医

療
担
当

　

☎
64
‐
２
１
１
１（
内
線
２
３
８
）

　今年度から町では、高齢者の閉じこもり予防、心身の健康保持及び介護予防を目的とした「介護予
防教室」と「みんなのステーション事業（集いの場）」を地域の皆様が集まりやすい集会場等を会場に
実施しています。この事業は、平成30年度も継続予定ですので、実施を希望する自治会を募集します。

～地域における住民主体の介護予防活動の支援～
◆内容（自治会に委託し、実施を支援します）
①介護予防体操、口腔機能体操
②レクリエーション・ゲーム
　・風船バレー、ボール送り、しりとり　等
③お茶会

≪お問い合わせ先≫　地域包括支援センター（健康増進センター内）　☎65-1777

（表）
所得区分 自己負担限度額

現役並み所得 ６７万円
一 般 ５６万円
低 所 得 Ⅱ ３１万円
低 所 得 Ⅰ １９万円
低所得Ⅱ：�世帯員全員が住民税非課税の方
低所得Ⅰ：�世帯員全員が住民税非課税の方

のうち、世帯員全員の各所得金
額が０円の方

（注）�自己負担額は支払った額から高額
療養費や高額介護（予防）サービ
ス費を除いた額です。

平成29年12月末の人身事故の発生状況
区分

町村別

平成29年 平成28年
前年比

12月中（単月）12月末（累計）12月末（累計）

発
生
死
者
傷
者
発
生
死
者
傷
者
発
生
死
者
傷
者

発
生

死
者

傷
者

野辺地町 2 0 2 17 0 20 26 0 30 －9 ＋0 －10

横 浜 町 1 0 1 7 0 9 11 0 13 －4 ＋0 －4

六ヶ所村 3 0 5 12 0 19 14 0 16 －2 ＋0 ＋3

合 計 6 0 8 36 0 48 51 0 59 －15 ＋0 －11

●申請に必要なもの
　・支給申請書
　・高額介護合算療養費・高額医療合算介護（予防）サービス費の支給申請について（お知らせ）
　・個人番号（マイナンバー）がわかるもの（通知カードまたは、個人番号カード）
　・本人確認書類（官公庁発行、発給の顔写真付き身分証明書等）
　・印鑑（認印）　 ・通帳（または通帳のコピー）等口座情報のわかるもの
※�被保険者が亡くなられている場合は受領申立書の提出が必要です。（事前に提出した場合は不要です。）
※�被保険者以外の方が申請又は受領する場合は委任状が必要です。
※�被保険者以外の方が申請する場合は委任状に加え、被保険者の個人番号がわかるもの（コピー可）、申請
者の本人確認書類等が必要ですので、詳しくは担当までお問い合わせください。

※�重度心身障がい者医療費の助成を受けている場合は、市町村へ受領を委任する委任状が必要です。
※�対象期間中に青森県後期高齢者医療以外の医療保険や他市町村の介護保険に加入歴があり、自己負担額が
ある場合は、それらの保険の自己負担額証明書が必要です。

～介護予防活動の普及啓発事業～
◆内容
①介護予防プログラムの企画・実施
　・筋力トレーニング
　・かなひろいテスト　等
②講師派遣

介 護 予 防 教 室 みんなのステーション（集いの場）
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み
な
さ
ん
が
毎
日
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
明
る
い
社
会
を
つ
く
る
た
め
に
、

税
金
は
無
く
て
は
な
ら
な
い
大
切
な

財
源
で
す
。

　

今
年
も
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
と
密

接
な
か
か
わ
り
を
持
つ
税
の
申
告
時

期
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
申
告
は
、

公
平
な
課
税
と
納
税
を
行
う
う
え
で

非
常
に
重
要
な
も
の
で
す
。

　

町
・
県
民
税
、
所
得
税
、（
税
務

署
で
受
付
す
る
）
贈
与
税
の
申
告
は
、

３
月
15
日
（
木
）
ま
で
で
す
。
な
お
、

町
・
県
民
税
の
申
告
相
談
は
２
月
13

日
（
火
）
か
ら
中
央
公
民
館
で
行
い

ま
す
（
詳
し
い
日
程
は
別
表
の
と
お

り
で
す
。）。

　

申
告
が
必
要
と
思
わ
れ
る
方
に
は
、

あ
ら
か
じ
め
申
告
相
談
日
等
を
通
知

し
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
申
告
し
ま

し
ょ
う
。

　

な
お
、
馬
門
、
木
明
、
有
戸
、
目

ノ
越
地
区
か
ら
申
告
会
場
ま
で
の
送

迎
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
利
用
者
が
ほ

と
ん
ど
な
い
た
め
運
行
を
休
止
し
て

お
り
ま
す
。
ご
了
承
下
さ
い
。

●
町
・
県
民
税

　
申
告
が
必
要
な
方

　

平
成
30
年
１
月
１
日
現
在
、
野
辺

地
町
に
居
住
し
て
い
る
方
で
、
次
に

該
当
す
る
方
。

　

た
だ
し
、
ご
自
分
で
所
得
税
の
確

定
申
告
書
を
税
務
署
に
提
出
す
る
方

は
、
町
・
県
民
税
の
申
告
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

１�

．
給
与
所
得
の
み
の
方
で
、
次
に

該
当
す
る
方

◆�

勤
務
先
で
年
末
調
整
し
て
い
な
い

方
◆�

年
末
調
整
の
控
除
内
容
に
変
更
の

あ
る
方

◆�

医
療
費
控
除
等
の
各
種
控
除
を
受

け
る
方

２�

．
公
的
年
金
所
得
の
み
の
方
で
、

次
に
該
当
す
る
方

◆�

源
泉
徴
収
票
の
控
除
内
容
に
変
更

の
あ
る
方

◆�

医
療
費
控
除
等
の
各
種
控
除
を
受

け
る
方

３�

．
事
業
所
得
（
営
業
・
農
業
・
漁

業
等
）
の
あ
る
方

４�

．
不
動
産
所
得（
地
代
・
家
賃
等
）

の
あ
る
方

５�

．
配
当
所
得
の
あ
る
方

６�

．
生
命
保
険
一
時
金
、
生
命
保
険

年
金
、
報
酬
等
を
受
け
た
方

７�

．
譲
渡
所
得
の
あ
る
方

８�

．
国
民
年
金
に
加
入
さ
れ
て
い
る

方
で
免
除
申
請
等
を
行
う
予
定
が

あ
る
方

９�

．
国
民
健
康
保
険
及
び
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る

方
で
、
世
帯
の
所
得
が
低
い
こ
と

に
よ
り
、
国
民
健
康
保
険
税
、
ま

た
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

の
軽
減
判
定
を
受
け
る
可
能
性
が

あ
る
方

10�

．
子
ど
も
医
療
、
乳
幼
児
医
療
な

ど
各
種
医
療
給
付
を
受
給
さ
れ
る

方
11�

．
右
記
１
～
10
に
該
当
す
る
方
の

ほ
か
、
児
童
手
当
、
児
童
扶
養
手

当
を
受
給
さ
れ
る
方
、
保
育
所
に

入
所
中
・
入
所
予
定
の
児
童
の
保

護
者

申
告
に
必
要
な
も
の

①�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人
番

号
カ
ー
ド
）
等

②
印
か
ん
（
銀
行
印
）
と
口
座
番
号

③
源
泉
徴
収
票
（
原
本
）

④�

事
業
・
不
動
産
所
得
の
あ
る
方
は
、

収
支
の
わ
か
る
資
料

⑤�

社
会
保
険
料
領
収
書
（
国
民
健
康

保
険
税
・
厚
生
年
金
保
険
料
な
ど
）

国
民
年
金
保
険
料
控
除
証
明
書

⑥
生
命
保
険
料
控
除
証
明
書

⑦
地
震
保
険
料
控
除
証
明
書

⑧�

雑
損
控
除
（
災
害
等
）
を
受
け
よ

う
と
す
る
方
は
、
被
害
の
あ
っ
た

住
宅
や
家
財
な
ど
の
証
明
書
や
明

細
書

⑨�

配
偶
者
特
別
控
除
を
受
け
よ
う
と

す
る
方
は
、
配
偶
者
の
所
得
が
わ

か
る
源
泉
徴
収
票
な
ど

⑩
農
業
所
得
の
あ
る
方

◆�

農
協
が
発
行
す
る
出
荷
証
明
書
・

出
荷
伝
票

◆�

生
産
出
荷
組
合
、
市
場
か
ら
の
清

算
書
・
明
細
等

◆�

仲
買
人
へ
の
販
売
明
細
書

◆�

自
家
消
費
、
知
人
・
親
類
等
へ
の

贈
答
品
は
そ
の
明
細
書

⑪�

そ
の
他
障
害
者
手
帳
、
介
護
保
険

に
係
る
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定

書（
町
の
介
護
・
福
祉
課
で
発
行
）

な
ど
申
告
に
必
要
と
思
わ
れ
る
も
の

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

＊�

申
告
が
必
要
か
必
要
無
い
の
か
判

断
で
き
な
い
場
合
は
税
務
課
に
電

話
を
し
て
確
認
し
て
下
さ
い
。

◆
問
合
先

　

税
務
課　

☎
64
‐
２
１
１
１

●
所
得
税

　

平
成
29
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申

告
書
作
成
会
場
は
、
２
月
16
日（
金
）

か
ら
３
月
15
日
（
木
）（
土
・
日
は

除
き
ま
す
）
９
時
か
ら
17
時
ま
で
十

和
田
税
務
署
に
開
設
し
ま
す
。

申
告
が
必
要
な
方

◎�

事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
が
あ

る
場
合

　

平
成
29
年
中
の
所
得
金
額
が
、
基

礎
控
除
・
扶
養
控
除
・
社
会
保
険
料

控
除
な
ど
の
所
得
控
除
の
合
計
額
よ

り
多
い
方
。

◎
給
与
所
得
者
の
場
合

①�

給
与
の
年
収
が
２
，
０
０
０
万
円

を
超
え
る
方

②�

一
ヵ
所
か
ら
給
与
を
受
け
て
い
る

方
で
、
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以

外
の
所
得
が
20
万
円
を
超
え
る
方

③�

二
ヵ
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
て

い
る
方
で
、
年
末
調
整
さ
れ
な

か
っ
た
給
与
の
収
入
金
額
と
給
与

所
得
以
外
の
所
得
の
合
計
金
額
が

20
万
円
を
超
え
る
方

◎
譲
渡
所
得
の
あ
る
場
合

　

平
成
29
年
中
に
株
式
、
土
地
、
建

物
な
ど
を
売
っ
た
方
は
、
原
則
と
し

て
申
告
と
納
税
が
必
要
で
す
。
こ
の

譲
渡
所
得
に
対
す
る
所
得
税
は
分
離

課
税
と
い
っ
て
、
他
の
所
得
と
区
分

し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。

申
告
に
必
要
な
も
の

①�

前
記
の
町
・
県
民
税
の
申
告
に
必

要
な
書
類
等

②�

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受
け

る
場
合
は
、
登
記
事
項
証
明
書
、

請
負
契
約
書
の
写
し
、
住
宅
取
得

資
金
に
係
る
借
入
金
の
年
末
残
高

証
明
書
等

③�

税
務
署
か
ら
「
確
定
申
告
の
お
知

ら
せ
」
な
ど
が
来
て
い
る
場
合
は
、

税
の
申
告
は
正
し
く
お
早
め
に
！

　
　

申
告
相
談
は
２
月
13
日
か
ら

　
国
民
健
康
保
険
加
入
者
、
国
民
年
金
の
免
除
申
請
を

す
る
方
、
各
種
税
証
明
が
必
要
と
な
る
方
は
収
入
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
申
告
し
ま
し
ょ
う
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